
東
京
文
化
事
業

臨
地
研
修

比
較
文
化
学
科

教
授

人
間
文
化
研
究
科
長

宮
坂

正
英

比
較
文
化
学
科

今
日
、
社
会
の
様
々
な
分
野

に
お
い
て
歴
史
、
文
化
、
芸
術

に
対
す
る
深
い
理
解
と
、
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
に
通
用
す
る
実
践
的

知
識
の
両
方
を
身
に
付
け
た
人

材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
芸

術
や
文
化
に
関
す
る
高
い
専
門

性
と
、
芸
術
や
文
化
を
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
社
会
に
提
供
す
る
ス

キ
ル
は
、
博
物
館
や
美
術
館
な

ど
の
文
化
施
設
の
み
な
ら
ず
、

マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
様
々
な
企

業
で
も
需
要
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
総
合
的
な
視
野
を
持

つ
た
め
に
は
、
ま
ず
歴
史
、
文

化
、
芸
術
に
関
わ
る
基
礎
知
識

を
学
び
、
感
性
を
磨
く
こ
と
が

必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。そ
の
上
で
、歴
史
・

文
化
・
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
の
人
々
に
届
け
る
仕
事
を

実
現
す
る
た
め
の
調
査
、
企
画
、

開
発
、
営
業
や
経
営
情
報
の
管

理
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
ビ

ジ
ネ
ス
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

本
学
で
は
、
文
化
企
画
を
手

掛
け
て
い
る
テ
レ
ビ
局
や
新
聞

社
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
訪
問

し
て
、
直
接
担
当
者
か
ら
文
化

事
業
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

き
た
か
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る

企
画
「
東
京
文
化
事
業
臨
地
研

修
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
研

修
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
博

物
館
学
芸
員
養
成
課
程
の
必
修

科
目
で
あ
る「
博
物
館
経
営
論
」

の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
る
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

副
館
長
で
本
学
客
員
教
授
の
小

林
淳
一
氏
で
す
。

今
年
度
の
研
修
で
は
、「
日

本
テ
レ
ビ
放
送
網
」
で
長
年
文

化
事
業
に
携
わ
り
、
現
在
同
社

の
調
査
部
門
で
あ
る
日
テ
レ
ラ

ボ
の
責
任
者
を
務
め
る
中
村
知

純
氏
か
ら
テ
レ
ビ
局
内
で
文
化

事
業
が
ど
の
様
に
企
画
さ
れ
、

実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
か
に
つ

い
て
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
そ
の
後

実
際
に
放
送
中
の
報
道
番
組
の

様
子
を
見
学
す
る
と
い
う
機
会

を
得
ま
し
た
。
ま
た
、「
三
鷹

の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館
」
で
は
展

示
の
担
当
者
か
ら
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
制
作
会
社
で
あ
る
ス
タ

ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
が
な
ぜ
美
術
館

を
運
営
し
て
い
る
の
か
、
そ
の

意
図
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
説
明
を
踏
ま
え
て
館
内
の

展
示
や
物
品
販
売
、
飲
食
等
の

施
設
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
東
京
都

江
戸
東
京
博
物
館
」
と
そ
の
分

館
で
あ
る
「
東
京
都
た
て
も
の

園
」
で
は
担
当
す
る
学
芸
員
の

方
か
ら
、
博
物
館
内
で
開
催
さ

れ
る
企
画
展
の
意
義
や
役
割
に

つ
い
て
実
例
を
交
え
て
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
春
か
ら
秋

に
か
け
「
ジ
ブ
リ
イ
ヤ
ー
」
と

題
し
て
長
崎
で
開
催
さ
れ
た
２

つ
の
展
覧
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
本
学
か
ら
多

数
の
学
生
が
設
営
準
備
や
運
営

に
参
加
し
、
上
述
の
東
京
文
化

事
業
臨
地
研
修
で
得
た
文
化
事

業
に
関
す
る
知
識
は
、「
博
物

館
経
営
論
」
の
授
業
に
お
い
て

展
覧
会
の
企
画
書
を
二
人
一
組

で
独
自
に
作
成
し
、
討
論
す
る

企
画
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
長
崎
は
、
西
洋

文
化
の
情
報
発
信
地
と
し
て
日

本
国
中
か
ら
注
目
さ
れ
た
都
市

で
し
た
。
こ
の
町
に
残
る
豊
か

な
文
化
、
芸
術
遺
産
を
新
た
な

文
化
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
は
大
変
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
臨
地
研
修
を
通
じ

て
ど
の
よ
う
に
芸
術
文
化
を
社

会
に
伝
え
て
い
け
ば
よ
い
か
、

そ
の
方
法
を
会
得
し
て
、
将
来

に
わ
た
っ
て
長
崎
の
地
域
文
化

を
支
え
る
人
材
を
養
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

三鷹の森ジブリ美術館にて

日本テレビ放送網にて

東京都たてもの園でのレクチャー

学部・大学院トピックス

６



第
７
回
純
心
高
齢
者

福
祉
研
究
大
会
開
催

地
域
包
括
支
援
学
科

教
授

山
頭

照
美

地
域
包
括
支
援
学
科

秋
空
の
も
と
、
２
０
１
７
年

１１
月
２５
日
（
土
）
長
崎
純
心
大

学
に
お
い
て
、
第
７
回
純
心
高

齢
者
福
祉
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
究
大
会
は

２
年
に
１
度
、
純
心
高
齢
者
福

祉
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
で
、
大

学
、
近
隣
の
社
会
福
祉
法
人
純

心
聖
母
会
の
恵
の
丘
の
施
設
及

び
同
法
人
の
施
設
の
一
つ
で
あ

る
小
野
田
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

職
員
が
一
堂
に
会
し
て
日
頃
の

研
究
成
果
を
報
告
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
示

す
前
に
、
こ
こ
で
研
究
大
会
を

主
催
し
て
い
る
純
心
高
齢
者
福

祉
研
究
セ
ン
タ
ー（
以
下
、「
研

究
セ
ン
タ
ー
」
と
す
る
）
の
設

立
目
的
と
活
動
内
容
に
つ
い
て

若
干
の
説
明
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

研
究
セ
ン
タ
ー
は
２
０
０
０

年
１１
月
に
設
立
し
、
２
０
０
１

年
４
月
よ
り
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
設
立
目
的
は
長
崎
純

心
大
学
（
福
祉
教
育
・
研
究
活

動
）と
恵
の
丘
の
福
祉
施
設（
実

践
現
場
）
が
相
互
に
連
携
し
、

さ
ら
に
相
互
の
連
携
・
協
力
を

組
織
的
な
も
の
と
す
る
と
い
う

も
の
で
、
こ
れ
は
初
代
学
園
長

シ
ス
タ
ー
江
角
ヤ
ス
の
思
い
で

も
あ
り
ま
し
た
。
シ
ス
タ
ー
江

角
は
人
間
形
成
の
完
成
を
目
指

す
教
育
を
願
い
、
そ
の
一
つ
と

し
て
研
究
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、

そ
こ
か
ら
純
心
福
祉
・
純
心
教

育
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
活
動
内
容
と

し
て
は
相
互
交
流
、
高
齢
者
に

関
し
て
の
調
査
・
研
究
な
ど
で

す
。
設
立
当
初
は
毎
年
、
講
演

会
や
研
修
会
、
事
例
検
討
会
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
５
年
よ
り
「
研
究
を
行

う
上
で
時
間
が
欲
し
い
」
と
の

要
望
で
隔
年
で
の
大
会
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
は
７
回
目
の
研
究
大
会

で
、
テ
ー
マ
を
「
福
祉
の
現
場

と
学
び
を
つ
な
ぐ
〜
喜
ば
れ
必

要
と
さ
れ
る
人
材
づ
く
り
〜
」

と
し
、
福
祉
現
場
に
お
け
る
人

材
不
足
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
日
頃

か
ら
利
用
者
の
方
々
に
喜
ば
れ
、

必
要
と
さ
れ
る
支
援
を
目
標
に

実
践
し
て
い
る
各
施
設
の
取
り

組
み
を
発
表
し
、
各
々
の
福
祉

実
践
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
学

び
」
と
「
利
用
者
の
喜
び
」
に

つ
な
が
る
支
援
を
見
直
す
機
会

に
な
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
基
調
講
演
と

各
施
設
の
研
究
発
表
で
、
前
半

に
４
施
設
、
後
半
に
３
施
設
の

発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
施
設

の
発
表
内
容
は
種
々
あ
り
、
例

え
ば
、「
減
災
〜
利
用
者
と
共

に
災
害
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
〜
」
や
「
地
域
へ
密
着
し
た

訪
問
介
護
の
在
り
方
〜
地
域
交

流
、
２
年
間
の
記
録
〜
」、「
安

ら
ぎ
と
安
心
を
求
め
て
〜
改
築

工
事
を
終
え
て
見
え
て
き
た
も

の
〜
」
な
ど
で
す
。
各
施
設
の

発
表
か
ら
利
用
者
が
安
心
し
て

幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
の
支

援
の
工
夫
や
努
力
が
垣
間
見
え

た
よ
う
で
し
た
。

昼
食
後
は
長
崎
南
山
中
学

校
・
高
校
の
校
長
で
あ
ら
れ
る

西

経
一
師
に
「
聖
書
が
教
え

る
愛
と
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
西
神
父
様
の
基
調
講
演
は

事
例
を
用
い
な
が
ら
わ
か
り
易

く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、
真

の
奉
仕
は
「
…
を
裂
く
」
こ
と

で
時
間
や
痛
み
を
伴
う
も
の
で

あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ユ
ー
モ

ア
の
中
に
も
示
唆
に
富
む
お
話

で
し
た
。

研
究
発
表
で
の
学
び
と
西
神

父
様
の
講
話
を
心
に
留
め
、
利

用
者
と
周
囲
の
人
々
に
喜
ば
れ

る
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努
力

す
る
こ
と
を
誓
い
な
が
ら
散
会

し
ま
し
た
。

平成２９（２０１７）年４月６日長崎自動車（株）による新規路線「畦別当線」が開通しま
した。これにより矢上方面から通学する学生は、片道２時間以上かけていた通学時間が
２５分に短縮されました。
畦別当は、長年バス路線が分断されて交通手段が無いうえ、近年は高齢化が進み大変
不便な地区でした。念願の路線バス開通は地域住民と純心大学の夢であり、「バス停」
が道端に立つ姿は、「地域に血が通っている」風景と言えるでしょう。
現在は朝夕の１便のみですが、学生のバス利用者は徐々に増えており、今後も地域住
民の方々と共にバス増便などの陳情を続け、東長崎から更に時津・長与方面の開通を目
標として、学生達の通学路線の確保に取り組みたいと思っております。
“路線バスの旅 繋がりましたよ！”

学生支援課長 田口 知加子

あぜべっとう

＝矢上～畦別当～純心大学～シーボルト大 路線バスの旅＝

開会式の様子

基調講演（西神父様）

研究発表

７



第
３
回
人
間
心
理
学
科

主
催
講
演
会
が

行
わ
れ
ま
し
た

人
間
心
理
学
科
長

吉
武

久
美
子

人
間
心
理
学
科

平
成
２９
年
１０
月
２８
日
（
土
）

に
第
３
回
長
崎
純
心
大
学
人
文

学
部
人
間
心
理
学
科
主
催
の
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
公
認
心
理
師
。
と
い
う
の

も
、
平
成
２９
年
、
心
理
職
が
国

家
資
格
に
な
る
こ
と
が
決
ま
り
、

平
成
３０
年
初
め
て
公
認
心
理
師

の
国
家
試
験
が
行
わ
れ
る
予
定

だ
か
ら
で
す
。
心
理
学
に
対
す

る
こ
の
よ
う
な
大
き
な
動
き
の

中
で
、
心
理
職
は
今
後
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
み
ん
な

で
考
え
た
い
と
思
い
、
企
画
い

た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
演
会
で
は
日
本
心

理
臨
床
学
会
理
事
長
で
あ
り
、

こ
の
公
認
心
理
師
の
国
家
資
格

化
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、

東
京
福
祉
大
学
大
学
院
の
鶴
光

代
教
授
が
、『
公
認
心
理
師
の

役
割
と
未
来
』
と
い
う
題
で
ご

講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

鶴
先
生
は
、
講
演
の
前
半
で

は
、
実
際
に
今
、
現
場
で
心
理

職
と
し
て
働
い
て
い
る
臨
床
心

理
士
た
ち
に
向
け
て
、
煩
雑
な

公
認
心
理
師
の
資
格
取
得
の
方

法
を
明
確
に
解
説
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
小
中
学
校
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
病
院
の

心
理
職
と
し
て
働
い
て
い
る
本

学
・
大
学
院
修
了
生
た
ち
の
多

く
は
、
国
家
試
験
を
受
け
ら
れ

る
見
通
し
が
立
ち
安
堵
し
て
い

た
様
子
で
し
た
。

講
演
の
後
半
は
、
将
来
、
公

認
心
理
師
の
活
躍
が
広
く
期
待

さ
れ
る
職
域
と
し
て
、
学
校
・

教
育
分
野
や
産
業
・
労
働
分
野

を
例
に
挙
げ
お
話
し
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
心
理
学
に
関
心
を
持

ち
始
め
た
高
校
生
た
ち
や
、
心

理
学
を
専
攻
す
る
大
学
生
、
院

生
た
ち
に
と
っ
て
、
心
理
職
の

未
来
へ
の
確
信
や
期
待
が
さ
ら

に
膨
ら
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
講
演
終
了
後
に
は
、

高
校
生
向
け
に
、
本
学
説
明
会

を
心
理
教
員
が
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
心
理
職
と
し
て
働

く
本
学
・
大
学
院
修
了
生
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
め
ざ

し
、
第
一
回
の
懇
話
会
も
企
画

い
た
し
ま
し
た
。
か
つ
て
の
院

生
時
代
の
懐
か
し
い
顔
が
地
域

で
貢
献
す
る
頼
も
し
い
顔
に
変

わ
っ
て
お
り
、
教
員
一
同
、
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
鶴
先
生
、
お
よ

び
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
平
成
３０
年

度
よ
り
本
学
に
お
い
て
も
公
認

心
理
師
養
成
の
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
、
男
女
共
学
で
大

学
院
と
学
部
で
同
時
に
始
ま
り

ま
す
。
幅
広
い
知
識
と
技
術
を

持
ち
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
公

認
心
理
師
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

講
演
会
に
参
加
し
て

人
間
心
理
学
科
４
年

中
村

有
菜

私
は
、
臨
床
心
理
士
の
資
格

取
得
を
目
標
に
、
人
間
心
理
学

科
に
入
学
し
ま
し
た
。
今
ま
で

民
間
資
格
で
あ
っ
た
臨
床
心
理

士
と
は
ま
た
別
に
、
公
認
心
理

師
が
国
家
資
格
と
し
て
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
反
面
、

今
後
ど
ち
ら
の
資
格
取
得
を
目

指
す
べ
き
な
の
か
不
安
を
抱
い

て
い
た
中
、
講
演
会
の
開
催
を

知
り
、
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
幅
広
い
領
域

で
公
認
心
理
師
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
や
、
資
格
取
得
ま

で
の
流
れ
と
今
後
の
展
望
な
ど

を
詳
し
く
ご
説
明
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
り
、
公
認
心
理
師
の

イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
、
頭
の
中
が

整
理
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
公
認
心
理
師
の
資

格
取
得
を
目
指
し
た
い
と
思
っ

た
と
同
時
に
、
幅
広
い
知
識
や

対
応
力
を
身
に
付
け
る
必
要
が

あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
資
格
取
得
に
向
け
、
勉

学
や
実
践
的
学
び
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
心
理
学
科
４
年

田
川

茜

�
公
認
心
理
師
の
役
割
と
未

来
�
の
中
で
、
公
認
心
理
師
の

制
定
に
至
っ
た
経
緯
や
今
後
求

め
ら
れ
る
資
質
や
能
力
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
心
理
士
に
求
め
ら
れ
る

４
つ
の
業
に
つ
い
て
も
お
話
し

い
た
だ
き
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の

援
助
に
加
え
て
、
心
理
学
に
つ

い
て
の
情
報
提
供
も
心
理
士
の

役
割
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
講
演
を
通
し
て
、
新
た
に

制
定
さ
れ
た
公
認
心
理
師
に
限

ら
ず
、
心
理
職
や
対
人
援
助
職

に
携
わ
る
上
で
、
心
掛
け
る
べ

き
事
柄
を
再
確
認
す
る
機
会
に

な
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
の
展
望
に
つ

い
て「�
専
門
の
公
認
心
理
師
�

を
作
り
た
い
」
と
い
う
未
来
の

話
も
し
て
く
だ
さ
り
、
よ
り
専

門
的
な
知
識
や
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

講演会講師 鶴光代教授

大学卒業生・院修了生対象 第１回懇話会

講演会会場の様子

学部・大学院トピックス
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２０
年
目
を
迎
え
た

Junshin
Cup

英
語
情
報
学
科
長

畠
山

均

英
語
情
報
学
科

１
９
９
８
年
１０
月
に
第
１
回

を
開
催
し
たJunshin

Cup

英

語
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
年
度

（
２
０
１
７
年
１１
月
４
日
）、

２０
回
目
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
２０
年
間
、
こ

の
大
会
に
は
長
崎
県
を
中
心
に

佐
賀
県
、
福
岡
県
、
鹿
児
島
県
、

宮
崎
県
、
山
口
県
の
高
校
か
ら

１
０
０
０
名
余
り
の
高
校
生
が

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は
年

を
追
う
ご
と
に
増
加
し
、
ま
た

参
加
し
て
い
だ
だ
い
た
高
校
生

の
英
語
の
発
表
能
力
は
レ
シ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
お
い
て
も
、

ス
ピ
ー
チ
部
門
に
お
い
て
も
、

こ
の
２０
年
間
で
格
段
の
進
歩
を

見
せ
ま
し
た
。
英
語
の
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
は
小
規

模
な
大
会
で
す
が
、
こ
の
大
会

が
２０
年
間
で
量
的
に
も
質
的
に

も
充
実
し
て
き
た
こ
と
は
主
催

者
と
し
て
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。

ス
ピ
ー
チ
（
討
論
、
朗
読
、

演
説
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
）
を
中

心
と
す
る
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
の
源
流
は

遠
く
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ

の
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
我
が
国
に
お
け
る
ス

ピ
ー
チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
の
原
点
は
１６
世
紀
以
降

の
イ
エ
ズ
ス
会
の
レ
ト
リ
ッ
ク

教
育
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
明
治
時
代
に
は
福
沢

諭
吉
が
三
田
演
説
会
な
ど
に
お

い
て
ス
ピ
ー
チ
の
教
育
訓
練
を

実
施
し
た
の
で
す
が
、
１
９
８

０
年
代
ま
で
は
日
本
の
ス
ピ
ー

チ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教

育
は
「
話
し
方
教
室
」
ま
た
は

「
弁
論
部
」「
Ｅ
Ｓ
Ｓ（English

Speaking
Society

）」
と
呼
ば
れ

る
大
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
中
で

細
々
と
存
続
し
続
け
て
き
た
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
、
わ
が
国
の

英
語
教
育
界
で
は
「
伝
え
合
う

力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
が
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
か
ら
小
学
校
で
「
英
語
」
の

教
科
化
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
大

学
入
試
で
は
読
む
・
書
く
・
話

す
・
聞
く
の
４
技
能
が
試
さ
れ

ま
す
。英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
は
今
や
時
代
の

急
務
と
い
う
感
を
否
め
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
ス
ピ
ー
チ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
が
自

己
の
意
見
発
表
力
と
英
語
で
の

表
現
力
を
訓
練
す
る
方
法
と
し

て
、
そ
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教

育
環
境
の
変
化
の
中
で
高
校
生

の
日
頃
の
英
語
学
習
の
成
果
の

発
表
の
場
と
し
てJunshin

Cup

英
語
オ
ー
ラ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
果
た
す

教
育
的
役
割
は
今
後
、
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
コ

ン
テ
ス
ト
に
し
て
い
く
所
存
で

す
。

感想（アンケートより）
生徒
・とても楽しかったです。暗唱課題文を理解すればするほどジェス
チャーや抑揚が思い浮かびました。ぜひまた参加したいです。
・とても良い経験ができました。
・皆のレベルが高く、すごいと感じました。自分の意識改善となりま
した。
・同じ暗唱文ですが、人によって読み方が違っていてとても面白かっ
たです。スピーチでは「伝えよう」という気持ちがよく伝わってき
ました。会場ではリラックスでき、また挑戦したいという気持ちに
なりました。
・2回目の参加です。雰囲気が明るく、楽しめました。

引率教員
・楽しませていただきました。土曜日に行われていて助かりました。
また来年参加したいと思います。
・学生の方の司会進行が新鮮でした。
・半日の実施になって参加しやすくなりました。実施日も模試とかぶ
らないので助かっています。レシテーションの課題文の内容が多様
化していて面白いと感じました。
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「
児
童
保
育
学
科
」

か
ら
「
こ
ど
も
教

育
保
育
学
科
」
へ

児
童
保
育
学
科
長

石
田

憲
一

児
童
保
育
学
科

平
成
３０
年
４
月
１
日
よ
り
、

「
児
童
保
育
学
科
」
は
、「
こ

ど
も
教
育
保
育
学
科
」
へ
名
称

が
変
わ
り
ま
す
。

本
学
に
お
い
て
保
育
者
の
養

成
は
、
１
９
４
０
（
昭
和
１５
）

年
の
「
純
心
保
母
養
成
所
」
開

設
に
さ
か
の
ぼ
り
、
約
８０
年
の

歴
史
を
有
し
て
い
ま
す
。「
保

育
」
は
、
日
本
で
は
社
会
的
に

も
就
学
前
教
育
を
表
す
言
葉
と

し
て
重
要
な
意
味
を
与
え
ら
れ
、

法
律
上
も
、
幼
稚
園
に
お
け
る
、

こ
ど
も
へ
の
働
き
か
け
を
意
味

す
る
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
本
学
で
も
、
こ
れ

ま
で
通
り
「
保
育
」
を
重
視
し
、

理
論
と
実
践
の
両
面
に
お
け
る

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

学
科
名
に
あ
っ
た
「
児
童
」

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
日
本

で
は
特
に
学
齢
児
童
、
す
な
わ

ち
小
学
校
に
在
学
し
て
い
る
子

ど
も
を
強
く
連
想
さ
せ
る
言
葉

で
あ
る
た
め
、
乳
幼
児
か
ら
の
、

こ
ど
も
の
成
長
・
発
達
を
視
野

に
置
く
本
学
科
の
名
称
に
用
い

る
の
は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

従
来
よ
り
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

点
、「
保
育
」
の
語
を
学
科
名

に
維
持
し
つ
つ
、
従
来
の
「
児

童
」
を
「
こ
ど
も
」
に
言
い
換

え
れ
ば
、
意
味
的
な
広
が
り
が

与
え
ら
れ
、
何
よ
り
、
言
葉
の

響
き
が
醸
し
出
す
柔
ら
か
さ
に

よ
っ
て
、
こ
ど
も
の
持
つ
未
知

な
る
可
能
性
を
表
現
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え

ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
本
学
で
は
「
短

期
大
学
部
保
育
科
」（
２
０
０

６
年
（
平
成
１８
）
年
３
月
ま
で

存
続
）
の
時
代
よ
り
、
保
育
士

資
格
と
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許

状
の
取
得
が
可
能
で
し
た
が
、

２
０
０
３
（
平
成
１５
）
年
、
高

度
に
複
雑
化
し
た
児
童
の
保

護
・
教
育
を
担
う
人
材
の
養
成

を
目
指
し
て
四
年
制
大
学
と
し

て
の
「
児
童
保
育
学
科
」
を
開

設
し
て
か
ら
は
、
保
育
士
資
格
、

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状
に
加

え
、
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状

の
取
得
が
可
能
な
学
科
と
な
り

ま
し
た
。
小
学
校
教
員
免
許
状

も
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、２
０
０
１（
平

成
１３
）
年
か
ら
文
部
科
学
省
が

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
「
幼
児
教
育

振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
中
で
、

幼
稚
園
と
小
学
校
の
両
方
の
免

許
を
持
つ
教
員
を
増
や
す
計
画

が
示
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
こ
れ
ま
で
に
児
童
保

育
学
科
が
輩
出
し
て
き
た
小
学

校
教
員
は
１
３
０
名
以
上
（
内

正
規
採
用
７７
名
）
に
の
ぼ
り
ま

す
。
２
０
１
６
（
平
成
２７
）
年

度
か
ら
は
、
学
生
の
将
来
設
計

と
進
路
に
合
わ
せ
た
、
よ
り
専

門
性
の
高
い
指
導
を
行
う
こ
と

を
期
し
て
、「
保
育
士
・
幼
稚

園
教
員
養
成
コ
ー
ス
」
と
「
小

学
校
教
員
養
成
コ
ー
ス
」
の
２

コ
ー
ス
制
を
明
示
的
に
打
ち
出

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
小
学
校
教
諭
免
許

状
が
取
得
で
き
る
日
本
国
内
の

す
べ
て
の
大
学
の
学
科
名
・

コ
ー
ス
名
を
俯
瞰
し
た
と
き
、

「
児
童
保
育
学
科
」
と
い
う
名

称
は
、
必
ず
し
も
こ
の
点
が
明

示
さ
れ
た
学
科
名
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
た
び
「
教
育
」
と
い
う
語

を
学
科
名
称
中
に
新
た
に
加
え

る
こ
と
に
よ
り
、
学
外
に
対
し
、

小
学
校
教
員
養
成
の
コ
ー
ス
を

有
す
る
学
科
で
あ
る
こ
と
を
よ

り
鮮
明
に
示
し
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
「
保
育
」

の
語
に
よ
っ
て
本
学
科
の
ル
ー

ツ
と
良
き
伝
統
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
と
同
じ
く
大
切
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
と
も
に
、
こ
ど
も
に

と
っ
て
の
学
び
の
一
貫
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
小
学
校
で
の

教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き

に
は
、
保
育
園
、
幼
稚
園
で
の

保
育
・
教
育
の
あ
り
方
を
踏
ま

え
る
こ
と
、
あ
る
い
は
逆
に
保

育
園
、
幼
稚
園
で
の
保
育
・
教

育
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
き
に

は
、
小
学
校
で
の
教
育
の
あ
り

方
を
踏
ま
え
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

明
治
期
以
来
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
の
成
立
、
展
開

の
過
程
は
、
そ
れ
ぞ
れ
制
度
的

に
別
々
の
道
を
辿
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
長
き
に
わ
た
り
特

に
小
学
校
と
幼
稚
園
で
の
実
践

や
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ

れ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
発
達
と
学
び
の
一
貫

性
を
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点

か
ら
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小

学
校
で
の
学
び
の
た
め
の
保
育

者
、
教
師
の
働
き
か
け
の
あ
り

方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い

て
の
実
践
や
研
究
が
特
に
求
め

ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
、
さ
ら
に
こ
の
テ
ー
マ
を

追
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
教
育
」「
保
育
」
と

言
葉
を
並
べ
た
の
は
、
こ
う
し

た
方
針
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。

新
幼
稚
園
教
育
要
領
は
２
０

１
８
（
平
成
３０
）
年
度
か
ら
、

新
小
学
校
学
習
指
導
要
領
は
２

０
２
０
（
平
成
３２
）
年
度
か
ら

全
面
実
施
の
予
定
で
す
。
幼
稚

園
で
の
学
び
と
小
学
校
の
学
び

と
の
「
つ
な
が
り
」
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教

育
要
領
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
と
実
施
に
合
わ
せ
、
教
職
課

程
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
導
入

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ど

も
を
、
主
体
的
で
深
い
学
び
に

向
か
わ
せ
る
た
め
に
、
保
育
者
、

教
師
の
働
き
か
け
は
、
い
か
に

あ
る
べ
き
か
。
そ
の
力
を
学
生

が
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
こ

ど
も
教
育
保
育
学
科
」
の
教
職

員
一
人
一
人
は
研
鑽
を
積
ん
で

参
り
ま
す
。

保育所一日体験

平成２９年度 エキシビジョン

学部・大学院トピックス

１０



明
日
の
公
認
心
理
師
を

育
て
る

―
新
し
い
国
家
資
格

に
対
応
し
て
―

人
間
文
化
研
究
科

教
授

人
間
心
理
学
科
長

吉
武

久
美
子

大 

学 

院

い
よ
い
よ
地
域
包
括
支
援
学

科
に
、
心
理
学
・
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す
。

心
理
学
に
公
認
心
理
師
と
い
う

国
家
資
格
が
作
ら
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
そ
に

先
駆
け
、
本
学
で
は
、
平
成
３０

年
４
月
か
ら
公
認
心
理
師
を
養

成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
男
女

共
学
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
長

崎
県
の
中
で
唯
一
、
臨
床
心
理

士
を
養
成
し
て
い
た
本
学
に
、

男
女
に
か
か
わ
ら
ず
心
理
学
を

専
門
に
学
べ
る
場
を
作
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
多
く
の
声
を
耳
に

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

社
会
の
要
請
に
応
え
、
平
成
３０

年
４
月
か
ら
、
男
女
共
学
で
、

本
格
的
に
心
理
学
を
専
門
に
学

べ
る
場
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
教
育
の
現
場
で
、
本
学

は
、
さ
ら
に
強
い
実
践
力
を
発

揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
や
こ
ど
も
教
育
保

育
学
科
を
出
た
卒
業
生
は
、
中

学
校
や
小
学
校
の
教
師
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
に
、
地
域
包
括
支

援
学
科
の
卒
業
生
が
、
心
理
学

と
福
祉
の
国
家
資
格
を
携
え
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
な
っ
て
入
っ
て
い
く
の
で
す
。

ま
さ
に
、
一
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
育
ま
れ
た
絆
が
花
開
き
、
本

学
の
３
つ
の
学
科
の
卒
業
生
た

ち
が
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
未

来
の
子
ど
も
た
ち
を
し
っ
か
り

と
支
え
て
い
く
の
で
す
。

さ
ら
に
、
学
部
と
同
時
に
、

大
学
院
で
も
公
認
心
理
師
の
養

成
を
始
め
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

長
崎
純
心
大
学
・
大
学
院
は
、

長
崎
県
で
唯
一
、
臨
床
心
理
士

を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

長
崎
県
で
活
躍
す
る
臨
床
心
理

士
の
多
く
が
本
学
関
係
者
で
す
。

ま
た
、
長
崎
県
内
の
小
中
学
校

に
お
い
て
も
本
学
の
大
学
院
修

了
生
が
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

寄
り
添
っ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
実
績
を
も
つ
本
学

大
学
院
が
公
認
心
理
師
の
養
成

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
学

部
と
大
学
院
で
の
充
実
し
た
一

貫
教
育
が
完
成
し
、
質
の
高
い

公
認
心
理
師
を
育
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

さ
て
、
公
認
心
理
師
は
国
家

資
格
で
あ
る
た
め
、
大
学
院
で

は
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
司

法
、
産
業
な
ど
幅
広
い
領
域
に

お
け
る
心
理
的
支
援
の
方
法
を

学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
広
い
分
野
に
わ
た
る
心

理
的
支
援
の
学
び
に
お
い
て
、

本
学
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
み
を

持
っ
て
い
ま
す
。

一
つ
に
は
、
大
学
と
し
て
は

珍
し
く
原
爆
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
歴
史
あ
る
４
つ
の
福
祉
施
設

が
徒
歩
圏
内
に
あ
り
、
福
祉
の

分
野
で
先
駆
的
な
大
学
で
あ
る

こ
と
で
す
。
二
つ
目
に
、
教
育

現
場
と
し
て
、
大
学
付
属
の
認

定
こ
ど
も
園
や
、
系
列
の
中
学

校
、
高
校
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

三
つ
目
に
、
産
業
分
野
で
も
、

本
学
の
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
官
公
庁
を
は
じ
め
と

す
る
組
織
や
企
業
で
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
っ
て
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
つ
目
に
、

医
療
分
野
で
も
、
長
崎
大
学
医

学
部
と
の
強
い
連
携
に
よ
り
、

学
部
に
お
い
て
福
祉
と
医
学
の

学
生
た
ち
が
共
に
学
び
あ
う
共

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
先
駆
的

な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
幅
広
い
領
域
に

お
い
て
連
携
と
実
践
を
重
ね
て

き
た
教
員
た
ち
と
、
関
係
施
設

の
方
々
が
い
る
の
で
す
。
彼
ら

が
大
学
院
の
公
認
心
理
師
教
育

を
支
え
て
く
れ
、
心
理
学
の
院

生
た
ち
の
学
び
を
充
実
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
、
公
認
心
理
師

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
４
５

０
時
間
と
い
う
大
変
多
く
の
実

習
を
学
内
外
で
実
施
す
る
こ
と

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
学
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
心

理
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
院
生
た
ち
は
、
学
外
実

習
だ
け
で
な
く
、
学
内
で
も
実

際
の
ケ
ー
ス
を
担
当
し
な
が
ら

指
導
を
受
け
、
実
践
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
心
理
教
育
相
談
セ

ン
タ
ー
に
は
、
本
学
心
理
教
員

だ
け
で
な
く
、
外
部
の
経
験
豊

富
な
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
修
了
生

た
ち
が
委
託
相
談
員
や
ス
ー

パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
院
生
た

ち
の
教
育
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
ま
す
。

最
後
に
、
４
年
後
に
は
、
本

学
の
地
域
包
括
支
援
学
科
で
正

規
の
公
認
心
理
師
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
履
修
し
て
心
理
学
と
福

祉
の
両
方
を
学
ん
だ
学
生
が
、

大
学
院
に
入
っ
て
く
る
予
定
で

す
。
学
部
で
精
神
保
健
福
祉
士

あ
る
い
は
社
会
福
祉
士
と
い
う

福
祉
の
国
家
資
格
を
取
得
し
、

大
学
院
で
は
公
認
心
理
師
の
国

家
試
験
の
受
験
資
格
を
取
得
す

る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

は
、
福
祉
と
心
理
と
い
う
、
異

業
種
の
国
家
資
格
を
両
方
持
つ

高
度
な
専
門
家
と
な
り
ま
す
。

長
崎
純
心
大
学
か
ら
生
ま
れ
る

こ
の
貴
重
な
人
材
が
、
小
学
校

や
中
学
校
な
ど
の
教
育
現
場
で
、

ま
た
、
医
療
、
産
業
、
福
祉
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
異
業

種
の
連
携
の
ま
さ
に
「
要
」
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

箱庭を用いた院の講義

院でのグループワーク
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